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【はじめに】Mg-Ni などの水素吸蔵合金の薄膜に水素を吸収させた場合，水素化物を形成し，「金

属－絶縁体（又は半導体）転移」を引き起こし，金属光沢から可視光を透過する透明な状態に変

化することがある[1]。これらの膜の上に，高い水素分離特性を持つ Pd 超薄膜を堆積した場合，

Ar 等により数％に希釈した水素ガスにおいても，同様の特性を示す。この性質を「調光ミラー特

性」と呼ぶ。調光ミラー特性を有する材料の中で，水素化時の可視光透過率がこれまでに報告さ

れている中で最も高い値を示す材料が Mg 系薄膜である[1]。一方，有機材料の中には，分子の中

に，金属を含む物がある。そのような分子にフタロシアニンがある[2]。 

そこで，本研究では，フタロシアニンマグネシウム（MgPC）に Pd 超薄膜を堆積し，希釈水素

ガスにさらした場合の特性の検討を行ったため，以下に報告する。 

【実験方法】マグネトロンスパッタ法を用い，ガラス基板上に約 100nm の Au 薄膜の電極を堆積

した。Au 電極薄膜の上に，MgPC 薄膜を真空蒸着法により堆積を行った。MgPC 薄膜はるつぼ型

蒸着源により，るつぼ温度，約 550℃にて 90 分堆積した。MgPC 薄膜の上には，マグネトロンス

パッタ法により，約 5nm の Pd 超薄膜を堆積した。堆積した膜は全て室温にて堆積を行った。Ar

により 5%に希釈した水素ガス雰囲気中にて，上記

のような方法で作製された試料に，波長 630nm の

半導体レーザを照射し，その透過光の測定を行った。 

【実験結果及び検討】 図 1 に作製した試料の波

長630nmの光の透過特性を示す。このグラフより，

波長 630nm の光の透過率は，約 20%であることが

分かる。また，希釈水素ガスの導入による大きな変

化は観測されていないことも分かる。 

発表時には，希釈水素ガス中における電気特性や

分光光度計による透過率測定なども報告する予定

である。 
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図 1 波長 630nm の光の透過特性 
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